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年)， al-‘Ayn凶1註i(13鉛61一145日l年)， 1比bn1思王a幻jaralト-ノ‘As叫qa叫l孟加n叫li(1日37η2-144必9年)λ，1防bnl 
Taghr立i山bi比rd出i(α14ω09/10一1470年)， Ibn Dawud a号-~ayrafí (1412-1495年)， as-
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著者の父 Gharsad-Din Khalil b. Shahin a干-Zahiri(813-873/1410-1468年〉
は(1)， Zubdat Kashf al-Mamalik を著した人物である。イブン・イヤースに
よるとマムルークの子孫 (awladan-nas)では破格の経歴とし、う生涯を迭り，ま
た本稿で、関連することではハディース事についてイブン・ハジャルからイジャ
ーザを得たと言われている。息子 'AbdaトBasitb. Khalil b. Shahinは父がナ
ーイブとして赴任していた小ア ジアのマラティーヤで844年に生まれ， 父の赴







の記述の比較研究J Ii西南アジア研究.JJNo.47 (1997)， pp.53-73. 
(2) 彼のマグリプとアンダノレスの放については ar-Rawclの中から該嘗部分を校訂誇出
した研究 Brunschvig，R. (1936)と LeviDella Vida (1933)がある。その放行記
としての性格に注目した下記の諸研究のなかでこの著者について筒車に燭れられてい
る。I;Iasan，Zakr Mul;ammad， ar-Rahhalat al-Muslimun fi-l-'U~ür al-WUS!a， 
al-Qahira， 1945_ Kratchkovskiy， L Y_， Arahskaya geograficheskaya literatura， 
lzbrannye Sochinenia， T.IV， Moskva-Leningrad， 1957_ (transl. by Hashim， 
'Uthman; Tarikh al-Adah al-Jughrafi al-'Arabi， 2nd ed.， Bayriit， 1987ふ
Khamida，‘Abd ar-Ral;man， A'lam al-Jughrafin al-'Arah， Dimashq， 14161 
1995. (1st ed. 1984). 
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本稿で主に検討するのは歴史書 ar-Rawclal-Basim fi I;awadith al-'Umr 
wat-Tarajimであ り，この著作は， 二巻の寓本としてヴァチカン国書館に所蔵
されている (VaticanArabo， 728， 729)。 この完本の寓員版はエジプトの園立圃












(3) 何人かのアラブ人研究者は 2403tarikh Taymurを VaticanArabo， 728とし
て引用しているが，それは VaticanArabo，728を1加そして VaticanArabo，729 
を三加に製本した四加本である。また VaticanArabo， 728を年記順に foL1a-foL 
19bの次に foL48a-foL 66a (Vatican Arabo， 728の末尾〉そして foL20a-47b 
(foL 39bと foL40aの聞には飲落部分がある〉の順に並び替えている。内容を検討
して拙稿もこの並べ方に従う。しかし葉数は VaticanArabo， 728のまま引用する。
(4) Vatican Arabo，728_ f_ 48b には，ある人物について述べた記事の中で， r私が本
書を書き始めた(8)87年に死んだ，彼のことは後で述べる」と記されていることから
彼の歴史書は，少なくとも887年までは書かれていたと考えられる。
(5) Vatican Arabo，728は， 844年の年代記と俸記部分の一部，そして845年の年代記
の一部と俸記部分，次に846年の年代記の一部， 848年の年代記と停記部分， 849年の
年代記と俸記部分の一部， 850年の年代記と俸記部分の一部である。一方 Vatican
Arabo，729は874年の俸記部分で終わっているが， Yashbak min l:Iaydar al-
Ashrafiと最後の歴史家 Yusufb_ Taghri Birdiの俸記の聞に少なくとも一葉が飲
落している。





の執筆は890年 Rabi' 1月18日月曜日に終えた。」と讃むことができる。 しかしその





先ず，‘Abdal-Basit= Nayl al-Amal fl Dhayl ad-Duwal， Bodleian Library， 
MS. Hunt. 285， 610 (Uri Arab. Moh. 802， 812. Nicol1. p.596)とい う二巻の寓
本である。 この書物は adh.Dhahabi(748/1348年波〉の Duwalal-Islam (744 
年までの歴史書)の績編 (Dhayl)として書いたも ので， 744/1343年から896/
1490年迄の歴史書である。上記著作 ar-Rawclの100年前から始まり， その要約
版ともいえるものである (7)。 この著作の各所に， 詳しくは ar-Rawclに述べた
とあることから執筆時期が推定される。
次に，‘AbdaトBasit;Majma‘al-Mufannan bi-l-Mu'jam al-Mu'anwan， 
Maktabat Baladiyat al-Iskandarlya， 4448/800b， musalsal 5 tarlkh.はー加の
寓本であるが，これは彼の大部な人名録の一部である。 著者は， 序文部分で
844年か ら889年の執筆時這に渡した人物を劃象と しており， ar-Ra wcl v;こ附け
加える著作である と述べている。 903年に初稿が完成したと考えられるが， 残
念ながらこの寓本はアルファベットのアリフからジームまでわずか五文字で始
まる人物しか扱っていないが線人名数は1188名に上る (8)。
次に彼自身の書き込みのある寓本とは Ibnl;Iajar al-'AsqalanI; Inba' al-
Ghumr bi-Anba' al-'Umr， Topkapl Sarayl Muzesi kutuphanesi， III Ahmet， 
は895年の部分については述べていない。〕
(7) 第1巻は， 355葉からなり， 744/1343年から839/1435年迄を含み，第2容は， 380葉
からなり，840/1436年から896/1490年迄を扱ってし、る。 Brunschvig，R. (1936). p.10 







(8) この篤本は269葉からなる。表紙部分に Mu}:!ammadMurtaga al-I:usayni，すな
わち Tajal-'Arusを著した az-Zabidi(1206/1791年波〉の名前が見られることか
ら彼の奮蔵本と思われる。執筆開始は889年 Jumada1月初め/1484年であると述べ
ているが，掬筆時期については， fo1. 134bに， ある人物の波年を記した部分で，











(Inba' (日))また最近完結したカイロ版 (lnba'(C))の校訂本ωは共に， 850年
の年代記部分の一月 Mu]:Iarram月で終わっているが， この篤本の最終葉198a








書き込みと考えている o 'Abd al-Basit al-I;anafi と署名がある部分を検討す
ると本稿で指摘するが ar-Rawclの著者であることが剣明する。この書き込み
部分の記述と ar-Rawclの文章を比較すると彼の歴史絞述の形成過程の一端が
(9) Karatay，F..E.， Topkapl SaraYl Muzesi Kutuphanesi Arapca Yazmalar 





lnba' (C)はダマスカスの al-Maktabata芋-Zahiriya231 tarikhを基礎として，
その他7つの篤本を校訂作業に用いたと述ベている。それは①Maktabatal-Azhar， 
710 tarikh，②III Ahmet 2942/1，③B.N.1601，④al・Maktabatas-Sa・idiya，94
tarikh， @メディナ篤本， 523 madina，⑥イエーメンのサヌア定本でエジプト園立圃
書館にマイクロフィノレムとして所蔵されている篤本，⑦B.M.1601である。
2種類の校訂本で共通なものは，③と④それに確定はできないが⑤と恩われる。





























































叫 lnba' (C)， vo1.1， pp.3-50 Dhaylについて Farah，Caesar E.， The Dhayl in 
Medieval Arabic Htstoriography， New Haven， 1967が，また簿記集研究からみ
た俸記情報の時代間な襲警化については， al.Qadi， W.，“Biographical Dictionaries: 
lnner Structure and Cultural Signi邑cance"The Book iπthe Islamic W orld， 





















848年の記述は寓本 ar-Rawcl(Vatican Arabo， 728)で20aから 31aまでであ
る"。
同 Weintritt，0.，“Concepts of history as reflected in Arabic historiographical 
writing in Ottoman Syria and Egypt (1517-1700)ヘTheMamluks in Egyptian 
















のイブン・ダーウード・ア γサイラフィーの Nuzhatにみられる記事， (6)に著
者の ar-Rawclの記事， (7)著者の師の一人アッサノ、ーウィーの at-Tibrの記
















































帥年度が這うが，このディーワーンの数字を引用している叙述は， Dols， Michael 
W.， The Black Death in the Middle East， Princeton， 1977， pp.169-85に整理
されており，また附録部分にはこの年を含む750年から922年(西暦1349-1517年〕ま
での疫病流行のー質表がある。
(16) E. 1.， vol. III， pp.776-8， art.，“Ibn I;adjar al-‘Aslj:alani" by F. Rosenthal. 
(1カ IbnI;ajar al-'Asqalani， Badhl al-Ma‘un fi Fac.l a!-Taもn，ed. by Ibrahim 




























帥 lnba'(I:I)， vol. 9， pp.223-4， lnba' (C)， vol. 4， pp.226-70 lnba' (C)は，注で
al-Biqa'iの書き込みのある lnba'篤本を明記して， Jumada 1月7日附のこの知ら
せの lnba'本文に「後で詳しく述べる」とあるが後の部分に述べていないことにつ
いて，徐白部分に al-Biqa'iit.， i私はこれを見つけなかった」と不卒をもらしてい
ることを指摘している。 lnba'(日〉は， この書き込みが al-Biqa'iのものとは認識し
ていないので，この書き込み部分を別の箇所の附加部分としたために文意が不明瞭と
なっている。
また al-Biqa'i，l~hãr al-'A~r li-Asrar Ahl al-'A~r ， (ed. by Mul)ammad Salim 
b. Shadid al-'Awfi) vo1.1-3， ar-Riy吋， 1312/1992には，この848年の部分は未だ
刊行されていない。














くK>ムラト 2世がハンガリ ーとスラ ブの軍を破ったヴァルナの戦い(西暦
1444年11月10日〉についても， lnba'には記述がなし、。 Inba'(T)には an-Nujum
と同じ文章が書き込まれている o ar-Rawclには rカイロにアドリアノーフ。ル
(エディノレネ Adr凶〉とフゃルサ (Bur号のそれにその雨者の背後のノレームの地の
支配者 (mutamallik)である al-MalikMurad b 'Uthmanの使節」が到着して







以上封外闘係の 3つの事件を概観して， ロートス島遠征を除いて Inba'に
Crusades， voL lII， ed_ by Hazard， H_ W_， Madison， 1975) pp_ 319-20_ 
帥験いの経過については翌年849年 al・Muharram月始めに行われたカイロに迭致さ
れた捕虜のイスラーム致への改宗を述べた部分で詳述している。 (VaticanArabo， 
728， fols_ 31a-32b)_ 
伺 Geanakoplos，D_“Byzantium and the Crusades， 1354-1453" (in A History 
01 the Crusades， voL III， ed_ by Hazard， H_ W_， Madison， 1975)， pp_ 96-7，ま














で同様であるが特に Ramaçlãn 月から以降の部分に多くみられる ~o lnba' (T) 
のfol.193bの本文が第一二月の Dhu'l・I;Iijja月の出来事の絞述であるから，
fol. 193aには Dhu'l-I;Iijja月までの情報が，まさに徐白を残すことなく書き込
まれている。そのためであろうか， 表 Hこ示したように特に Ramaclan月以降
をみると，同月また同日あるいは同年と始まる記事が多い。これはそれを引用
する際に開遣いを引き起こす一因であったように思える車場。






プン・タグリ ピールテ・ィー の名前を明記するときと， rある者は次のように述べる」
と明記しないときがある。


























先ずくI)ナイル川の漏水の日附は， Inba'(f，I)では Rabi‘I 月9日(火)，
Inba' (C)では19日(火〉としている。 lnba'(T) の寓本の本文には19 日(火)~
とある。アブド、ル=パースィトは Inba'(T)の寓本の本文に附加することがあ
れば徐自に書き込んでいるが，この部分にはないことから， これは ar-Rawcl
では同様に Rabi'I 月19日 (火)の部分にあるべきで， al-Jumada I 月19日
としているのは彼か寓字生の開遣いのために起きたと考えられる。また後に著
作された Badaγ が al-JumadaI 月としているのはこの ar-Rawclを引用し
ていることが明らかとなる。また lnba'(草〉の日附については，脚注部分に
注記がないので何らかのミスと考えている。



















ついても Bada'i‘は JumadaI月に述べていることから， ar-Rawclに擦って
いることが判明する。また同じ月に起きたくH) とくG)を ar-Rawclで
Jumada 1月と JumadaI月に分けている理由は私には今の所不明である。












とどまらせた事件で‘ある。この事件について ar-Rawclには「ア ッサノ、ー ウィ





の事件を記しているのは くD>の扱いと同様に RabγI月を RabγII月と間
違ったのか校訂本のミスと考えられる。
くC>の記述は an-Nujumから Inba'(T)そして ar-Rawdという情報の流
れが典型的に見られるものである。Inba'(T)の書き込み部分にある遠征参加
者とされる人物がこの遠征に参加したかどうかとし寸疑問は ar-Rawclに繰り































































タラ ーフ。ルスでは彼を厚遇 したその軍務官 (n匂irjaysh)の Sharafad-Din 










てスルターンに申 し立てたために， Khalil がアレッポのアタ ーバク職を解か
れて城塞の獄につながれた事件である。 Inba'(T)の書き込み部分には「何の
罪もないのに父は獄につながれた」とのみ記入されているが，ar-Rawclには詳































































いて停達されている。その一人とは ar-Rawclの No.18 (遁し番貌39)Yusuf 
b. Khalil b. Shahinすなわち著者の異腹の一つ遣いの五歳の兄，それに閥連し














欄7の Nuzhatは，三人の人物しか奉げていない。 ar-Rawclの Nos_3， 11 
(遁し番鋭1，27)と ar-Rawclにない通し番競35の三人である。欄9と欄10を
利用して，特に師であるアル=アイニー(欄 9)に従って紋述したので‘あろう



















るものであるが 3名である。 Inba'(C)の校訂者は， 校訂する際に検討した
8つの寓本のうち 1つにでも，名前が記載されていれば，それを採って校訂本
のなかに含め，脚注で異同を注記している。その例は Inba'(C)の最初に奉げ










の最初に奉げられている 1.A}:!mad b. Mu}:!ammad (遁し番挽5)の記述は，
Inba'(T)こそ彼が買際に讃んで利用した Inba'の寓本であることを如買に示
している〈圃1参照 Inba'(T)，fol.193b本文下から 2行目〉。すなわちar-Rawcl1';こ
i A}:!mad b. Mu}:!ammad b. Ibrahim，イ ブン・ハジャルは， うっかり Al;.mad















のところは考えざるを得ないものである(表3の ar-Rawgの Nos.1，2， 4， 8， 10， 







一つめのグループは， 先ずダマスカスの muqaddamalf の 2.Timraz 
al-Mu'ayyadi (遁し番挽7)， ダマスカスの amirtablkhanaの 4.Sunqur (通
し番挽13)， エルサレムで渡したシャイフの 8.‘AbdAllah (遁し番挽19)，メッ
カで湿したシャイフ 10.'Abd al-MuQ.sin (通し番挽23)， ハンバル涯、ンャイフ
13. Mul).ammad b.‘Abd Allah (通し番鋭31)， シャ ーフィイー涯シャイフ 19.






イー涯シャイフの 14.Mul).ammad b. 'Abd ar-Ral).man (通し番貌32)について
は Inba'(C)のみ採録している。シリアの大商人 16.Mul).ammad b. 'Ali b. 











イー涯シャイフで多数の著作を著したl7_Mui)ammad b. Yai)ya， Ibn Zahra 
















夕、、マスカスのi)ajibal-i)ujjabの 5.Sudun an-Nawruzi (通し番貌14)は，
InbaてT) 本文になく無署名の短い書き込みにある。この人物については渡年
を848年とした史料は見つからなかった。














著名な説教師 9.'Abd ar-Ral;im b. Abi Bakr， Zayn ad-Din (通し番挽20)
の記述については幾つかの間題鮎が浮かび上がってくる。先ず ar-RawQ.は，
i'Abd ar-Rabim b. Abi Bakr b. Muhammad b. 'Ali b. Abi al-Fath b. 









は， an-Nujum (表2の欄10)の記述にある。 at-Tibrは ar-Rawclと同じく父






























シャーフィイー涯の法撃者で詩人である 12. Mu]:Iammad b. A]:Imad (通し
番貌29)は lnbaてT)の本文に長文の博記が書かれており，徐自に無署名の書
き込み部分がある。 ar-Rawd~こは lnbã' からと明記して多くの部分を引用し
ている。詩の引用に注目すると lnba' には彼の詩は引用されていないが，
ar-Rawdと at-Tibrを比べると 3つの詩の内 1つのみ共通で‘あることから，
ar-Rawclが at-Tibrをそのまま引用しているのではないことが推察される。
同 表2の通し番挽35の欄10参照，通し番銃20(すなわち 9)の欄10と比較。
帥表2の通し番貌20の欄 9参照，‘Iqdは‘Abdar-Ral:lIm al-Wa'j亭 al-I;amawl
と名前を重量げているのみ。





















































































Inba' (T): Ibn I;ajar al-'Asqalani， lnba' al-Ghumr bi-Aπba' al-'Umr， Topkapl 
Sarayl Muzesi kutuphanesi， III Ahmet， 2941/2. 
Majma':‘Abd al-Basit， Majma' al-}.ゐifannanbi-l-Mu‘'jam al-Mu'anwan Mak-
伺 Bada'i，IV， 373-3. 
帥 Badaγ，I， 153，169，172，174，176，177，205，215，254，375，448: III， 25. 
el9) Bada'i'， III， 263，318，424-5，455-56: IV， 83-4. 
帥 acl-J;>aw'，IV， 27. 
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tabat Baladiyat al-Iskandariya， 4448/800b， musalsal 5 tarikh_ 
Nayl:‘Abd al-Basit， Nayl al-Amal fi Dhayl ad-Duwal， Bodleian Library， 
MS_ Hunt. 285， Hunt. 610 (Uri Arab. Moh.802， 812. Nicoll. p.596). 
ar-Rawcl :‘Abd al-Basit， ar-Ra即 4al-Basim fi正laWadithal-' Umr wat-Tarajim， 
Vatican Arabo， 728， 729. 
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‘Abd al-Qadir al-Arna'u! and Mal)mud al-Arna'u!， 11 vols， Bayrut， 1406-16/ 
1986-95. 
at・Tibr:as-Sakhawi， Shams ad-Din， at-Tibr al-Masbuk fi Dhayl as-Suluk， 
B白laq，1896. (rep.， al-Qahira， 1974). 
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Wajiz: as-Sakhawi， Shams ad-Din， Wajiz al-Kalam fi-dh-Dhayl 'ala Duwal 
al-Islam， 4 vols， ed. by Bashshar 'Awwad Ma‘ruf et al.， Bayrut， 1416/1995. 
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正lanafimu'arrぴIln，Bayrut， 1410/1990. 
Levi Della Vida (1933): Levi Della Vida，“Il regno di Granata nel 1465-66 
nei ricordi di un viaggiatore egiziano" al-Andalus， 1 (1933)， pp.307-334. 
テキスト部分の pp.325-26を再録したものに
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Sources)， Warminster， 1992， pp.172-5. 
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(め 。) (1) 
ha(saq f (乃 (6) Nuz.b1l1 ~d 付) 阻 -Nujiiin lnbずσ。ヲ) lnba'， at-T.br ar-Rawd 回 -N凶官S， vo1.l5例 vol.9(f;I) vol.2 とl!nw砧出vol4 
何〕
vol.4(。
w-M叫町叩1凶月-M初u旬h町T街宣1 al-M初曲昔:町四m al-M山g司 m 叫-Muh町四m d月-初M，旬ltarram al-Muha司 m a月1-M初山旬町祖m
月初旬 月句 月初旬 月初旬 月初旬
疫病の流行 疫病の流行 疫病の流行 疫病の流行 疫病の流行 疫病の流行 疫病の涜行 疫病の涜行
(p.8η (p.298) (p.620) (H p.219-
20/C.p 224) 
12日(金) 12日(金) 12日(金) 12日(金) 12日(金)
ムフタシプ ムフタシプ ムフタシプ ムフタシプ ムフタシプ
Baz 生r 'AiJ 
国YE-zAl田《NdT・ YiiZ匂「プ yiir 仏Ji副-<"Ajumiづ 副ふl即 Eプ ーラクの油 副 Khcrsanr
ーラクの油 ーヲクの泊 副Khurむoru圧錦所の騒 ブーラクの
圧f事所の脳 圧j唱所の騒 プーラクの ltJ鎮圧 f由庄矧所の















銃. 1 2日 であるとす 航. 1 2日
前にダミエ る.) 前にダミエ










ワクフ監督 ワクフ監督 ワクフ監督 ワクフ監督
官lbn 官lbn 官lbn 官lbn
呼-~uh.y什壬 a干.-~uhay吋壬 ヰー や同叶壬 ~-~uhayrf壬








(8) (η (6) (5) (4) (3) 。) (1) 
5日(日) 5日{日) 5日(日)






Kasbayを 21日(月) 21日 (月) 21日 (火)
?afadに追 K帥 ayを K田b宣Vを K田b冨yを
放.スルタ Saf，叫に追放.子d叫に追鮫.Saf，副に追放
争far丹一ンのマム スルターン スルターン (N_p.359) 
ルーク のマムルー のマムルー
K苗bayを






or-RabirI月(1日とする ar-R必ずI月 町長曲ず1月 2日(金)
者を批判) l日(金) 1日(金) l日(金) ミクヤース
Yllnus追放. YUIlus追徴 四 則 S追放 Y宜nus追徴 測量
ミクヤース (p_29ヲ) (P_621) 3(F 日p.l04) (~ _p _221/C_p 
測量 (日) 225) 
3日 {土) M曲~ibb 3日(土)
ナイルJI地 ad-D函 ナイル川増
水と告知(4 副Ha界h町田 水とその告








5日(副月-2) 5日(副月C)L世事 5日(副月司勾〕Et Ibn凶ふwfrIbn 包母 5日{月) Ibn Ibn 事件
事件 Ibn 副-~生命 f牛 事件 (1;1 p_l04-
(p_90 ，cf _a~・ 事件 (p.3∞) <B> 5小Jにはな


















S古仮h をQu，チこ追 Sudun 
as-$五dai古を 放 出S百daniを
Q百Eに追放 (N p 360/tI.p Qusに追放
<C> 104) <C> 
27日{火) 27日。() <C> 
S.('d時前、の S，{d凶 Dー而 30日(火)








町R拍子r月 町-R曲ifn月 ar-R由ifn月 or-R曲ij'("n月 町-R晶子日月 岳 Rob1-il月 a.RaザiII月
lbn al-l)勾量
1日(金) 1日(金) 1日(金) 1日(金) 1日(土) 1日(金)
事件 3日(日) 3B(臼} 3日(日) 3日(日) 3日(日)
ω242) Muljibb M吟ibb Mulribb Mu炉bb Muqibb M凶討bb
<B> 国-Din事件 副-Din事件 回-D品事件 国師事件と 国 Dーin事件 回-D而
Sld ad-Dinの とIbo早njar とlbnI;!町町 とIbntlajar Ibn I;!ajar に関連し 事件と著者
息子倒織し (pp.90-1) <E> と人物評
ω622) て、この人 <E> 
た壁の下敷 <E> 句3∞-1) <E> 物評と父 15日{木)
きとなって rRa町r~月 <E> Kh副司と 事件落着.
死亡ω242) でこの事件 町-R:面rut:の (fJ.p.221-


















(8) (乃 (6;】 (5) (4) (3) (2) (1) 
4日(月) 3日 4日(月) 3日(月) 3日
何an-回N四waFEz「
値宅uwaが.Q~wa が、 Qañ~曲 Qaajuwa 
マラティー マラティー an-N酬 ruzi;/，)Ian-Nawr奇zl
が、マラテ ヤのナーイ ヤのナーイ マラティー が、マラテ
ィーヤのナ プに前任者 プに前任者 ヤのナーイ ィーヤのナ
ーイプに，前 σiTii旨lIan Q1z Tug回a プ.前任者 ーイプψ に，
任者M壬 はアレッボ はアレッポ C厄Tughan 前任者は、
Tughanはア のアターバ のアターJ，はアレッポ 父の後任。;z
レッボのア クであった クに のアターバ Tughanであ
ター バクに、 (p.302) <G> クに った.同年
そしてその <G> (3E63P) 106小J.p父はアレァ
前任者の ボのアター





4日 3日 4日 3日 3日
S占e!UI101- S古dUI101- s面白01- suei品副ー S示Jun叫ー
Muh町四百adI Muham!IlllO1 Mが曲.町ダE皿マaスdI M呼m 血adiMダuマpスmカaスr ダマスカス ダマスカス ダマスカス
減塞のナー 城塞のナー カス城塞の 減塞のナー 城塞のナー
イプにh 前 イプに、前 ナーイプに イプに前 イプに、前
任者五nbak 任者Jゐb拙 また、ダマ 任者JiIlbak 任者応b出
nn-NaSirτま 四 一N奇t司ま スカスの大 副-N""~n1ま an-N均台司ま
ダマスカス ダマスカス ハージプ職 ダマスカス ダマスカス
の大ハージ の大ハージ 兼務ω623) の大ハージ の大ハージ
プに プに(p.301) <H> プに プに
<H> <H> (N p.363/tl.p <H> 
I05)<H> 
4日 3日 4日 3臼
副Kunuz族 副長unuz族 副-K阻む族 副 Kunuz族
討伐の途征 討伐の遠征 討伐の遠征 討伐の遠征
軍上エジプ 軍上エジプ 軍上エジプ 軍上エジブ
トに向かう トベp.302) トに向かう トに向かう








モスクのナ う(p.303) D司亙 Bi寺
ーズィルに 5目。() アズハル
任命 Dul;;' B今 モスクのナ
8日(金) アズハル ・ーズィル
著者が商人 モスクのナ に任命





(8) (η (6) (5ヲ (4) (3) (2) (1) 
9日(上) 9日(土) 9日(土) 1日{木)
Sudun Sudun Sudun ロードス島逮
国 -S古'duniを 国高diuuを 拙~ãwüを 征軍.シリア
Qú~へ追放、 Qú~に追放 Qti~に追放. の兵士と合流
最終的には 級車専的には Jll終的には するためにタ
アレッボに アレッボに アレッボに ラープルスに
追徴 追放 追紋 向かってアレ












ダミエッタ ダミエッタ (t'.p 106) 
のナーイプ、 のワーリー 18目。
前任者 に、前任者 DU1i B町
Tu連hinはシ Tリ'ugア鼠に2はシ アズハルモ
リアに向か 向か スクのナーズ 19日伏)ナ
う う(p.623) ィルに任命 イル川の曜




i積水 lIfを切る 曜を切る C.p.2261 
(p.9~93) ω.312) (p.632) ナイル川の}伺 9目。o














減塞のナー 者lbn きなかった.J 









(8) (乃 (6) (め (4) (3) (2) (1) 
ロードス島 4日(木)(マ ロードス島
遠征軍の戦 マ) 遠征軍の峨 副-Jum百dai
況 ロードス島 況 月9日付け
(p.89. 遠征軍の戦 15日(木) (N.p.361-3) のロードス
のMu項p目mにmま月 況 Jbn I;ojarがア
島遠征軍の
al.Ju田iidaJ ムル，モス 戦況報告届
とめて) 月 クのナーズ く
20日(木) ィル.前1壬 (J;I.p.223-
28日 Jbn J;la戸が 者Fayru'z.. 4/C.p.226-

































ロードス島 ロードス島 ロードス島 ロードス島
遠征軍n.m途征軍帰還 遠征軍への 遺征軍帰遺






(8) (乃 (め σ) 付) (3) (2) (1) 
Rajab月2日 Rajab月 Rajab月 R司曲月2日 R司曲月
(木)ある 2日 (市木月) 2日(木) (木) Z日(木)
いは3日 R曲?に 副-K叩 UZ:逮 副-K叩 .UZ遠征 凶-Kunuzよ霊
副-Kunu:司重 派遣した佐 復1ll飢錠 軍凱旋 征軍聞l旋
征軍自l旋 Kunuzj遠征 (p.303) (p.624) (~p. 107) 
匂94) 軍凱旋
Raj血月
Rajab月 5日(土) 4日 4日 4日 4日(土) 4日{土)
4日 あるいは4 ハマーの ハ7ーの ハマーの ハマーの ハマーのナ
ハマーの 日 ナーイプ ナーイプ ナーイプ ナーイプ ーイプ
ナーイプ (Iqdを引用) BIlTdb拙 Burdbak B目、jbak 日町由lIk 日山由也
Bu同bak ハマーの 副ふj四「 副-'A.jami 出'Ajami 国-1Ajami 副'A阿nl
叫-'A.j印「 ナーイプ アレキサン アレキサン アレキサン アレキサン アレキサン
アレキサン 日町dbak ドリアで入 ドリアで入 ドリアで入 ドリアで入 ドリアで入
ドリアで入 副-'Ajruni 写.1主任に 竿.後任に 字.後任に 牢.後任に 字.後任に
寧.後1壬に アレキサン サファドの サファドの サファドの サファドの サフ7ドの
サファドの ドリアで入 ナーイプ ナーイプ ナーイプ ナーイプ ナーイプ
ナーイプ 牢.後任に Qiinb勾F叫ー 何時刻ー Qanbay凶ー Qanbay凶ー Qiinbayal 
QaJ由主yal- サフ7ドの 自国由Iwa五、 Bahlaぜ吾首、 日制問缶、 BahI四an. 日制剛Eλ
日出回也、 ナーイブ サファドの サファドの サファドの サファドの サファドの
サフ7ドの Qiinbaシ凶ー ナーイプに ナーイブに ナーイプに ナーイプに ナーイプに
ナーイブに 日出制弘、 はBayg応tを はBaygbUtを はBayg而kを はBaygbiiiを はBaygbiIを
はsaygbiitを サファドの 任命 任命 任命 任命 任命
任命ω243) ナーイプに (p.304) (p.625) (N.15.p，3634 (N.15.p.363-




Rajab月初旬 ω94) Raj曲月初旬 マフマル巡 マフマル巡 礼団出発
Rajab月の巡 Raj曲月初旬 Rajab月の巡 行に際して 行に際して BIFt品品
礼団出発 Rajab月の巡 礼団出発 危険とのこ 危険とのこ Din同行
(p.243) 礼団出発. Tbn可勾留の とで姶患を兵 とで槍騎兵 (li.p.224/C.p 
マフマル巡 Ibn l;ajarの 弟子B町han の参加禁止 の参加禁止 227) 
行に際して 弟子Bur!ia 凶 D百同行.
危険とのこ ad-Dm同行 マフ?)レ巡 Sh側 W司月
とでtiI騎兵 ω94) 行に際して に行う予定
の参加禁止 マフマル巡 危険とのこ としたが再
(p.243) 行に際して とで鎗騎兵 ぴ禁止
危険とのこ の参加禁止 (N.p.366/IJ.p 
12日(木) とで槍騎兵 12日(木) .111) 
ロー ドス島 の参加禁止 ロー ドス烏 12日(木)




Sha'han月 Shaも岨月 Sh.'bin月 Sha'ban月
aS1Zhrt日bB(a月母月) シリ12日(日) 12日(日) 仏12r日B(月EP)• 12日(月)~Aj'-BiiJ'シリ 公JiB号シリ 三~-B，手シリ
ア追般を許 ア追般を許 ダミエッタ ア追放を許 ア追放を許
されてカイ されてカイ から出獄し されてカイ されてカイ
ロに ロに て、カイロ ロにω.626) ロに
(p.96) に.(p305) (lJ.p.I08) 
71ー
534 
(8) (η (6) (~り (4) (3) (2) (1) 
Sbaban月 14日(木) 15日(木) 14日(木) 15日(木) S加もゐ月
15日{木) シャー・ル シャー・ル シャー・ ル シャー・ ル IS日
シヤール フの使節と フの使節 フの使節 フの使節 シャー ・ル
フの使節と キスワ カイロ到着 カイロ到着 カイロ到着 フの使節
キスワ ω.96) とキスワ とキスワ とキスワ カイロ到着
(P244)<1> <1> <1> (p.62η (N.p3制/ とキスワ
同月 <1> '!.p.l09) <1> 







項目で、 19日伺) 19日(月) 20日(月) 20日(月) 19日(月)
p243) Ba.bi'副 Dーin Baha'国-Din Baぽ品Din Ba.ba'時Din Baba'国ーDin
カイ ロ到着 カイロ カイロ カイロ到着 カイロ
(p.96) 到着 到着 (p.626) 到着
(p.30S) (t!.p.l08) 
20日(水) 21日ωく) 21日。()
アレッボの 21目。() アレッボの アレァボの
ナーイプ アレッボの ナーイプ ナーイプ
。晶lIb号馬等 ナーイプ 。盈ubらP馬等 Q面lIh奇馬
を献上(p.96， 領mbay馬 を献上 等を献上
。砂曲ayとあ 等を献上 (p.626) (H.p.l08) 
る) (p.305) 
R阻呼品月 b皿呼&月 R阻叫ゐ月 R師団d品月 R回叫品月 R町田d品月 R四叫五五月
11日(日) 1日(日) 4日(木) 12日(月) 1日(月) シャー・ ル
シャー・ル シャー ・ル シャー ・ル シャー・ル シャー・ル シャー・ル フの使館の
フの使節の フの使節の フの使節の フの使節の フの使節の フの使節の 登械と使節
登城と使節 登織と使節 登械と使節 到着(p.306) 登械と使節 登城と使館 に対する略
に対する略 に対する略 に対する略 12日(月) に対する略 に対する略 奪事件
奪事件 奪事件 奪事件 使節の登城 奪事件 奪事件 <1> 
(p.2件 5) (p.96-8) <]> と使節に対 (p.627-8) (N.p.36S匂P




shawwal月 Shawwal月16Shawwiil月 Shaww司月 ShawwaJ月 Sbaww誼月 Sh四 W司月
オスマン朝 日(月) 始め 16日 16日(月) 16日(月) オスマン朝
ムラ卜H世 オスマン朝 オスマン朝 オスマン朝 オスマン朝 オスマン靭 ムラトH世
の使館到着 ムラトH世の ムラトH世 ムラトH世 ムラトH世の ムラトH世 の使節到
(p.245-。 使節到着 の使節劃j の使節到着 使節到着 の使節到着 着.日間古凶ー
<K> (p.98-100) 着.BIlsU (p.308-9) (p.629) (N.p.366守PAsf..を破っ






(8) (乃 (6) σ} (4) (3) 。) (1) 
19日(木) 19日(木) 19日(木) 19日(木) 19日(木) 19日(木) 同年
巡礼団出発 巡礼団出発 巡礼団出発 巡礼団出発 巡礼団出発 巡礼団出 マフマル巡





DbJl-0.'cla Dhu'I-Oa色 DJru't-Oa'da Dhu'l-Oa匂 Dhu'I-Oa'da月 Dbu'I-0lda 
月1日(月) 月1日(水) 月1日(月) 月1日(月) 1日(月) 月1日(月) 何年
Mu毎ibb MulJibb M功ibb Mゆibb M曲ibb Muljibb Mul)ibb 
ad-DIn ad-Din ad-Din 国ーDin ad-D窃 匝ιDin ad-D苦1
アレッポの アレッボの アレッボの アレッボの アレッボの アレッボの アレッボの
ハナフィー ハナフィー ハナフィー ハナフィー ハナフィー ハナフィー ハナフィー
派カーディ 派カーデイ 派カーディ 派カーディ 派カーディ 派カーディ 派カーデイ
一職とN奇廿 一職とN長廿 一職とN碍r一職とN令廿 ー職とN匂r 一環とN匂r 一職とN向廿
凶-Jay曲目置と 剖-Jaysh職と a1-Jay曲臓と 副-Jay曲隙と 時Jay:油験と a1-Jay油験と aJ-Jaysh職と
Kiiib田 -S町 Kiiib as-Sir K五ib田 S町 Ka缶b田-S町 K亘ib田 Sーirr K量ib田-S町 K盃ib田 -Sirr
臓を兼務 織を兼務 職を兼務 臓を兼務 臓を兼務 臓を兼務 職を兼務
(p.246) (p.l00) (p.310) (p.630) (N.p.366/t'.p 
7日(日) 7日(日) 111) 7日(日) 7日(日)
メッカの メッカの 左の項目に メッカの
アミール アミール 注記してジ アミ}ル
Abu lt_QiSim Abu'l- エッダの商 Abu ~ -Qãsim 
とカーディ Qas由1 人Baa"晶 とカーディ
-Abu'l・ とカーディ Dτn J:In且n -Abu~ー
B田必の事 -Abu)1・ ，_，c戸lrirと巡 B筒埴互の事








Dbu'l・早ija月 Dbu'l-尽ija Db~-I;liiia Dbu'!-Hija D凶・1-弓1Ja月 Dbu'!-Ijija Dbu'1-ljija Dbu'I-ljij炉
メッカで天 月1日(水) 月1日 月 月1日(水) 月 月1日(木)
候不順.新 メッカで天 (木Xカイロ (tI.p.l勾 右記の情報 メッカで天
月観測の図 候不順.新 で水昭日) の提供者で 候不順。新
簸さ(p.24η 月観測の困 メッカで天 あるメッカ 月観測の困
難さω101 候不順.新 のカーディ 簸さ.
2) 月観測の困 (DJru't-Qa~担 ーについて (守p.224-
殺さ 月としてい の伝記情報 S/C.p.227-8) 
るが、 校~J (署名なし)
者が訂正)
同月 16日(木) 16日(木) 16日(木) 16日(木) 16日
プハイラ遼 プハイラ逮 プハイラ遺 プハイラ逮 プハイラ逮 プハイラ逮
征軍出発 征軍出発 征軍出発. 征軍出発. 征軍出発 征軍出発




(8) (η (匂 (5) (4) (3) 。) (1) 
21日(火} (Dh.tl-<;祖<a. 21日(火) 21日{火)
ムラト日世 月としてい ムラトI世の ムラトH世 同年
の使節、鋪 るが、校訂 使節、摘虜 の使節、捕 年少の著者
H障を連れて 者が訂正} を連れてカ 虜を連れて はマラティ
カイロにJ!J 22日(火) イロに到着 カイロにJ!Jーアで胸に
者(p.98・100) ムラトH世 ω631) 者(l;'-p.12) 事IJし傷を負





25日(土) 25日(土) 25日(土) 25日(土)
巡礼団の報 巡礼団の報 巡礼団の報 巡礼団の報
告者がカイ 告者がカイ 告者がカイ 告者がカイ
ロに戻る. ロに戻る. ロに戻る. ロに戻り.
メッカの状 メッカの状 メッカの状 メッカの状
況報告 況報告. 況報告. 況報告
(p.l02) 著者の父の 著者の父の (l;I.p.226/C.p 




同月 下旬 月末 月末 月末
Sb曲目凶ーoI1Shams晶 Shams s:ι Sb副ns'"ι Shams 品
a1.(ih町志向m-Oin剖ー oID副ー Din副ー DIo副ー
事件 G国首yani事 Fara'向写 Farmyan一事 Far四y討事
(vol 2.p 746-件(p.1 02- f宇 件、その顛 1キ




副 Bu市古1as スに居住 G金四百lynru-
Susi古Sメッ <L> と)<L>







2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 
1. 1踊 himb p.105 vol.l 
Mahm百d 10.170 
2.Abu Bakr b. Yusuf (c) 847年 847年 847年 847年 847年 847年 847年 847年
H- (時44ap.78 vol.ll (W) vol.9 p.613-(問 p.238 
847 (M)44a p.26 vol.2 p.37915 p.5011 
生手 45a 7 p.591 
(p写1)00 (DH) 
10.643 
3抽 madb. iil p.105-vol.2 
b.A知nad 6 p.12-3 
4Ahmadb弘、 p.106 vol.2 ， 
Muhammad 10.33 
5.Ahmadb. (号) (N)47a p.106 vol.2 (W) vol.9 
Muhammad (c) 。i) 7 p.69 vol.2 p.381 
112a 70 p.598 -2 
|(PD6H4) 9
一・
6.Tajar ibnat 誠一、 p.l07 vol.l2 
Muhammad 10.16 
7 2 (時46bp.107-vol.3 p.242 




8.Jamaz b.Mifiah p.108 vol.3 
10.78 





， 849年 :-1 
11. 
(CH)  3 (向48ap.108 vol.3 仰〕 p.313 p.644 別)




12.Safj百a1-Ba1ini p.l08 vol.3 
p.256 




847年14. 5 (問 847年 847年 847 
SudUs姐 Nawr包f 46b- 848年 「と思 年 Iと
47a 両年 われ 848 考え
にな るJ 年両 られ
し vo1.3 年に るj





15. (草C) (6) (時50bp.129 
vo1.4 (W) 848年 849年
<TUkh a1-Abub山号 849 849年 p.10 vo1.2 没 没
年 没 848年 p.606 (6 写)11p.242 











16 849 (7) 849年





17. 'Abd Alih p.108 vo1.5 
b. AbiBakr p.15-6 
18. 'A.bd刈品b p.108 vo1.5 
'Ah- Ip.35 
19. 'A.bd Al1ゐ 8 (N)50b p.108 vo1.5 p.245 
az-Z釘ヤ Ip.76 
12A0b. d az--Rahhb (C草19 (N)49b p.108-vo1.4 (もわ vo1.9 p.632 (N) p.246 9 p.170 vo1.2 p.382 p.506 
盆正量註 p.598 (p守1)13 
下記35参照 (OH) 
Ip.650 
211hbbd d alGhmaT p.109 
v01.4 
b. .Abd Ailih Ip.251 
22. 'A.bd a1-Kariin 
p.109 
vol.4 









2M5uhむamlbmEabd . p.109 
ー10
26弘h-b.Yusuf p.IIO vo1.6 
Ip.52 
27. (!:l) 1 (N)48a p.ll0 vo1.6 (w) p.313 p.633 (D) p.244 






2b8A.hMm凶adamb mBM dkh 
p.II0 
29 (草) 12 別)48ap.II0 vo1.7 ryf) vol.9 (D) p.244 




A30HTMSauhd ammad b p.112 
31. M吟岨madb. 13 p.112 vo1.8 
'Abd Al1ah p.159 
n32bMd uahr-細R油血dad b (c) 14 p.112 
泊四五
3. M¥Ulam皿adb 15 
如、 AbiBa位 b.
<Alrb. Yusuf 
134k.Mb.uA 担姐血ωb. (c) 16 (問47 p.112 vo1.8 (W) vo1.9 p.243 








36. M¥Ulammad b. p.113 vo1.9 
M¥Ulammad b. AbT p.67 
Bはr







38. M喝阻madb p.114 vol.10 
もY油bdYEMbfaAM. MAbす p.71 
39. Yilsuf b. Khafil b. 18 ~! L 
S1i亙un
40. Y百ゐfb 19 47b p.114 vol.1 0 ryt) p.243 





l-Ibn l;Iajar， Inba'，ll;Iayderabad ed. (日)jCairoed. (C) .・H ・-…H ・H ・-表1の欄(1)
2-‘Abd al-Basit， ar-Rawcl …..・H ・..…..・H ・.…・H ・H ・..・H ・..・H ・.・H ・表1の欄(め
3-Abd al-Basit， Nayl (N)jMajma'(M) 
4-as-Sakhawi， at-Tibr al・Masbuk・..・H ・..・H ・....・H ・..・H ・.・H ・...表1の欄(7)
5-as-Sa凶 awi，acl-J;>aw' 
6-as-Sakhawi， al-Wajlz (W)jas-Sakhawl， adh-Dhayl at-Tamm (DH) 
7-Ibn Daw白da号ー号ayrafl，Nuzhat an-Nufus， vol. 4 ・…..・H ・....・H ・..表1の欄(5)
8-Ibn Imad， Shadharat adh-Dhahab 
9-al-'Ayni， 'Iqd al-Juman…..・H ・. H ・..…..・H ・.…..・H ・. H ・.…..・H ・-表1の欄μ)
10-Ibn Taghribirdl， ad-Dalil ash-Shafl(D) (巻敷/ベー ジ，と省略〉
Ibn Taghrlbirdi， al・Manhala号-~ãfi(M) (巻数/ベー ジ，と省略〉
Ibn Taghribirdi， an-Nujum az-Zahira， vol.15(N)jl;Iawadith ad-Duhur(日〉
…表1の欄(3)
ll-Ibn Iyas， Bada'i'， vol. 2・H ・H ・.・H ・-…..・H ・.…..・H ・..・H ・....・H ・..表1の欄(8)
-78 -
527 
表3 3種類の Inba'と ar-Rawclの停記情報の比較






















i 、 |凶bdAll温 az-Zar~-
'Abd ar-R待.iinb. 'Ali 1 'Abd ar-R叫.unb. lJut-1 'Abd ar-Ra血 b.<Jill19.'Abd町長待五nb.鍾
叫岨間生ZaynOO-D五|叫個師'i;Zayn00-Din 1 a1可祖師i，N尋r:. I邑匙ZaynOO-凶











































17. Muhammad b 
Ya!Jyab拘madb.











































































seemed to sｅr゛ｅas an attractivemodel for the youthful intelligentsiaof
China.
　
The family, composed ofａ nuclear family freed from the bonds of
the extended family, with a husband working industriously at a job, which
provided a steady income, and the wife firmly managing the household,
was accepted with enthusiasm. However, those who actually established
such families were but an ｅχtrememinority; the vast majority expected that
the wife too would find work and bring home an income｡
　　
The dawning of the age of wage-labor in China made the reality of
just who brought how much income into the household clearto one and all.
Chinese men and women reacted sharply to this phenomenon.　The income
or the lack thereof provided by each family member was seen as the
determiner of family authority｡
Only when middle-class women　approached　working women in　３
China that had been unable to accepted either the Japanese-constructed
image of good wife and wise mother or the Christian image of the mother
and wife was an image of the family based on norms of a broader social
classborn. It was in this fashion that by the second half of the decade of
the twenties, both men and women had come to value the　notion　of
securing an income through wage labor as part of the image of the ideal
family of the youthful intelligentsia,and the influence of the working-class
households deeply imbued the image of the family of the intellectuals.
ON THE PROCESS OF CREATING Ａ HISTORY DURING
　　　　　　
－
THE MAMLUK PERIOD IN THE LATE-FIFTEENTH
CENTURY―THROUGH AN EXAMINATION OF 'ABD
ＡＬ･BASIT AL-HANAFl'S DESCRIPTION OF THE
YEAR ８４８Ａ．ＨべAPRIL ２０，1444 TO APRIL 8，1445 C.Ｅ.)
　　　
KIKUCHI Tadayoshi
Many historians appeared during the later Mamltik period and they
have left us various works. However, criticalevaluations of these works
and a consideration of the interrelationship of the works has not been




In this article, l examine the process of creation of the ａｒ-Ｒａｗｄ　ａｌ
Ｂａｓim　ｆｘ　Ｈａｔむａｄｉthal-゜Ｕｍｒ ｗａ･t-ＴａΓaiim(Vatican Arabo, 728, 729), a
history written by ‘Abd al-Basit al Hanafi (844―920 A. H./1440―1514
C. E.), as part of ａ study of historiography during the later Mamltik period
and try to clarify his method of description and handling of historical
sources by ａ comparison with other sources.
In addition to his intention to write ａ continuation of existing works
of other historians, 'Abd al-Basit was determined to create ａ more accurate
history by commencing his description from the year of his own birth.
He was particularly intent on continuing his master Ibn ｕａｊａ内history,
InbWal-Ghｕｍｒ bi-ＡｎｂＳａｌ-’Ｕｍｒ,which described events up to the year
850. By comparing two versions of the corrected edition of the Inbぶ
with the contents of ａ manuscript of the Inha'preserved in the Topkapi
Library (III Ahmet 2941/1 and 2941/2), it can be demonstrated that there
are portions found in this manuscript that do not appear in two edited
versions. Thus it has become clear that this was the very manuscript of
the Inba'　ｕsed by ‘Abd al-Basit and the signature 'Abd al-Basit written in
the margins is that of the historian himsel£
Finally, in addition to ｅχamining the marginalia in this manuscript,
which may be called “drafts” of the αΓ一尺axvd, by using the year 848
A. H., which is the sole year in Vatican Arabo, 728 that contains complete
sections of both the chronicle of the year and biographies, I have sought to
explore the process of the formation of‘Abd al-Basit's description through
its culmination in the description in the ４ｒ一Ｒａｌむ4，l have also employed
the　Ｎａｙl　al-Ａｍａｌ,which might be termed ａ summary version of his
history, and the Ｍａｉｍａ‘ｄ-Ｍ.ｕｆａｎｎａｎ,his directory of names, in order to
supplement the many lost portions of the αΓ一双αｚむび.
In addition to copying the related portions　of the histories of 乃ｱz
Ｔａｇｈｒｔbiｒｄｌ　ａｎｄｊＺ-゛Aynt in the margins of this manuscript of thelnbd＼
‘Abd al-Basit often added first-hand accounts of events which he himself
had collected.　At this stage, the framework of the ａｒ-Ｒａｔｔ)ｄmonths, day
of the month, name of the day, had been established.　Returning to
research the accounts ｏ£　Ｉｂｎ　Ｔａｇｈｒｔbiｒｄｌ　andＡムツiyni, again, 'Abd





less information than the currently　published　αZ-Tibｒ), and
added other materials and accounts that he had collected in the process of
sifting information for the descriptions in the a「―Ｒａxｖｄ.It can be said
that his personal historical descriptions and detailed narrative description of
events are characteristics of the work because his own times were the object
of his　study.　Moreover, having　compared　the　αΓ-Rawd　to　other
comtemporary histories, l have been able to indicate concretely how ‘Abd
al-Basit's manner of description was carried on later by Ibn Iyas, ａ fact
that has not heretofore been illustrated sufficiently.
THE OLD TIBETAN 召びAND THE THOUSAND DISTRICT
　　　　　　　　　　　　　　　　　
IWAO Kazushi
In Tibet proper during the age of the Tu fan 吐蕃, units of military
organization known as ｒｕ.originally meaning horn and signifying ａ
banner, were instituted across the seventh to the ninth century. Each ru
included eight ｓtｏｎｅsde (a thousand district), a singleｓtｏｎｇ ｂｕ　chｕｎｇ(ａ
small thousand district), and ａ single ｓfeｕｓｒｕｎｇｇt ｓtｏｎｇｓｄｅ(ａ thousand
district of royal bodyguards). The ru formed the basis of Tu fan military
strength. As ａ number of scholars have previously noted, the origin of
this organization is thought to be found in the northern nomadic states, and
as the high plateaus of Tibet are crisscrossed by mountains and ravines,
unlike the grassy plains of the nomadic peoples, it is difficult to imagine
that the ru was ａ development solely of the　Tu fan.　In this article ｌ
consider how the ru actually functioned in regard to the following two
points.
1. The ru system as it appears in post Tu fan Tibetan literature.
In Tibetan-language literature there are now known to be five works
that contain detailed information on the ru system, i. e., the Ｂｌｏｎ夕o bka'
tｈａｎｇ，　theＭＭｉａｓｐｃＣｉｄｇａ:ｓｔｏｎ.the Ｍｅ tｏｇｐｈｒｅｎｇｈａ, and two versions
of the Ｌｄｅ’ｕｃｈｏｓ’hｙｕｎｇ.They divide the ru system into two archetypes,
ａ stable form, composed of eight thousand districts, and an unstable type｡
一87－
